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5.3.7  構成点コード 

・ 連続した前後の断面では、対応する構成点で同一の構成点コードを記述する。 

 

 

 
図 5 13 構成点コードの考え方 
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（変更） 

横断面

幅員中心

幅員中心　F1n0

中央帯 L1n1

・・・

起点側

終点側

横断面
（構築形状の変化点）

横断面

 

・同じ構築形状は、同じ構成点コードとなる。
（断面間で同一の構成点コードを持つ）

法面（盛土）

R1n6

路肩 R1n4

車道 R1n3

中央帯 R1n1

中央帯 R1n2

法面（盛土）

R1n6

歩道

R1n5

歩道

R2n5

・違う構築形状（要素の変化点）の場合、例えば２桁
目の数値を変える等、構成点コードが変化する。
（例：R1n1→R2n1）

法面（切土）
R2n6

幅員中心 
F1n0

中央帯 
R1n1

中央帯 
R1n2

中央帯 
L1n1

中央帯 
L1n2

車道 
R1n3

路肩 
R1n4

歩道 
R1n5

法面（盛土）
R1n6

車道 
L1n3路肩 

L1n4

歩道 
L1n5

法面（切土）
L1n6

歩道 
R1n5 法面（盛土）

R1n6

歩道 
R2n5

歩道 
R2n5

法面（切土）
R2n6

法面（盛土）
R1n6

・同じ構築形状は、同じ構成点コードとなる。
（断面間で同一の構成点コードを持つ）

・違う構築形状（要素の変化
点）の場合、例えば２桁目の
数値を変える等、構成点コー
ドが変化する。
（例：R1n6→R2n6）

起点側

終点側

構築形状の変化点
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